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■
文
科
省
会
見
（
７
月
７
日
）「
運
営
費
交
付
金
の
大
幅
増

額
、
学
生
支
援
等
」。
■
文
科
省
会
見
（
高
専
枠
）（
７
月
１６

日
）「
質
の
高
い
教
育
・
研
究
を
実
施
で
き
る
環
境
整
備
」

３３

論
壇
「
学
校
体
育
に
お
け
る
ダ
ン
ス
領
域
の
変
遷

     

～
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
の
体
育
ダ
ン
ス
を
中
心
に
～
」

　
　
　

       

島
根
大
学

教
育
学
部
教
授  

廣
兼

志
保

４４

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

・
北
海
道
大
学
水
産
学
部

「
大
学
創
基
１
５
０
周
年
を
迎
え
て
」

・
静
岡
大
学

「
誰
に
と
っ
て
も
公
平
な
職
場
環
境
を
も
と
め
て
」

請
活
動
を
行
い
ま
す
。
教
員

の
雇
用
の
不
安
定
化
を
防

ぐ
こ
と
や
、
民
主
的
で
公
正

な
大
学
運
営
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
も
重
要
な
課

題
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
学
生
支
援
に
関
し
て

は
、
奨
学
金
制
度
の
抜
本
的

な
拡
充
や
「
教
育
を
受
け
る

　

高
等
教
育
に
関
す
る
取

り
組
み
で
は
、
こ
れ
ま
で
進

め
ら
れ
て
き
た「
メ
リ
ハ
リ
」

政
策
か
ら
の
転
換
を
求
め
る

運
動
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

運
営
費
交
付
金
を
は
じ
め

と
す
る
高
等
教
育
予
算
の

充
実
に
向
け
て
、
引
き
続
き

国
会
や
関
係
省
庁
へ
の
要

▪
一
般
社
団
法
人
公
立
大
学
協
会
（
田
中
マ
キ
子
会
長
）

▪
日
本
私
立
大
学
教
職
員
組
合
連
合（
角
岡
賢
一
中
央
執
行
委
員
長
）

▪
全
国
公
立
大
学
教
職
員
組
合
連
合
会（
前
田
昭
彦  

中
央
執
行
委
員
長
）

▪
日
本
教
職
員
組
合
（
梶
原
貴
中
央
執
行
委
員
長
）

▪
全
大
教
顧
問
弁
護
団
（
小
部
正
治
弁
護
士
、

　

今
村
幸
次
郎
弁
護
士
、
笹
山
尚
人
弁
護
士
、

　

今
泉
義
竜
弁
護
士
、
早
田
由
布
子
弁
護
士
）

▪
教
職
員
共
済
生
活
協
同
組
合
（
瀧
本
司
理
事
長
）

　

お
よ
び
大
学
事
業
所
（
吉
井
一
雄
大
学
事
業
所
所
長
）

▪
日
本
国
家
公
務
員
労
働
組
合
連
合
会（
浅
野  

龍
一
中
央
執
行
委
員
長
）

▪
日
本
医
療
労
働
組
合
連
合
会（
佐
々
木
悦
子
中
央
執
行
委
員
長
）

▪
株
式
会
社
き
か
ん
し
（
宿
利
秀
海
代
表
取
締
役
社
長
）

　

次
の
方
々
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
計
監
査
報
告
、
２
０
２
６

年
度
予
算
な
ど
の
議
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
中
央
執
行
委

員
会
か
ら
２
０
２
６
年
度
運

動
方
針
案
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
討
論
で
は
、
高
等
教

育
の
充
実
や
運
営
費
交
付

金
の
拡
充
、
教
職
員
の
労
働

条
件
改
善
、
組
合
員
の
加
入

促
進
や
組
織
強
化
な
ど
に

　

全
大
教
は
７
月
11
日
、
第

59
回
定
期
大
会
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
国

公
立
大
学
、
大
学
共
同
利
用

機
関
、
国
立
高
専
の
加
盟
組

合
か
ら
57
人
の
代
議
員
が

出
席
し
、
２
０
２
６
年
度
運

動
方
針
や
予
算
等
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
２
０
２
６
年
度
運
動
方

針
、
２
０
２
５
年
度
決
算
・

へ
の
対
応
、
教
員
の
年
俸
制

や
業
績
評
価
制
度
に
関
す

る
課
題
の
改
善
に
も
取
り

組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
有
期

雇
用
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
教
職

員
の
労
働
条
件
改
善
と
無

　

労
働
条
件
に
関
す
る
取

り
組
み
で
は
、
団
体
交
渉
や

労
使
協
議
の
充
実
を
図
り

な
が
ら
、
賃
金
改
善
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
定

年
引
上
げ
や
再
雇
用
制
度

つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
採
決
の
結

果
、
運
動
方
針
案
は
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
、
国
公
立
大

学
、
大
学
共
同
利
用
機
関
、

国
立
高
専
に
お
け
る
教
育
・

研
究
の
充
実
に
向
け
て
、
加

盟
組
合
が
協
力
し
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

権
利
」
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。ま
た
、

高
等
教
育
を
め
ぐ
る
課
題

に
つ
い
て
、
関
係
団
体
な
ど

幅
広
い
関
係
者
と
の
連
携

を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

期
転
換
の
促
進
、
長
時
間
労

働
の
是
正
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
確
立
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
強
化
に

つ
い
て
も
重
点
的
に
取
り
組

む
方
針
で
す
。

進
を
引
き
続
き
重
視
す
る
と

と
も
に
、
加
盟
組
合
間
の
交

　

組
織
の
拡
大
・
強
化
に
向

け
て
は
、
組
合
員
の
加
入
促

流
や
情
報
共
有
を
進
め
、
組

織
運
営
の
強
化
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
広
報
活
動
や
情

報
発
信
を
充
実
さ
せ
、
高
等

教
育
や
大
学
の
現
状
、
全
大

教
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
社

会
に
広
く
発
信
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
２
０
２
５
年

度
決
算
報
告
お
よ
び
会
計

監
査
報
告
、
２
０
２
６
年
度

予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
に
は
、
高
等

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
す
る
な
か
で
、

教
育
研
究
環
境
の
充
実
と

高
等
教
育
の
発
展
、
教
職
員

の
働
く
環
境
の
改
善
に
向

け
て
、
加
盟
組
合
が
力
を
合

わ
せ
て
運
動
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

全
大
教
は
２
０
２
６
年
度

も
、
運
営
費
交
付
金
の
拡

充
、
教
職
員
の
処
遇
改
善
、

高
等
教
育
予
算
の
充
実
を

求
め
る
取
り
組
み
を
進
め
る

と
と
も
に
、
教
育
・
研
究
を

支
え
る
環
境
づ
く
り
に
向
け

た
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。


